
【県民サービスのコモンズ】 【発信・連携のコモンズ】 【集いのコモンズ】 【防災のコモンズ】

５つのCOMを実現する庁舎づくり

県民の負担を最小化するコストコンパ
クトと、県中枢機能の両立

COM-pact

居住者、来街者を呼び込み、県民活動
の起点となる場と動線づくり

COM-munity

高い防災性能と環境性能で県民に安
全・安心・持続可能な未来を約束

COM-mit

働き心地、居心地、景観エンゲージメン
トにより、人も街も心地よくする庁舎

COM-fort

五国を繋ぎ、県民を支え、執務環境と
セキュリティを向上するDX 提案

COM-municate

【圏域】 【コト】 【とき】
地域から広域まで

多様な人々が自然に交わり、

集い、つながっていく

インクルーシブなにぎわい

日常の中に非日常の体験や

発見が重なり、

立ち寄りと滞在が生まれる

にぎわい

時間の重なりや変化を

受け止め、

現在から未来へ価値が

積み重なるにぎわい

地域：周辺居住者、通勤・通学者が
日頃心地よく過ごせるにぎわい

市域：元町・三宮の来街者が足を
運びたくなる回遊のにぎわい

県域：ビジネス等の目的来訪者が
滞留できる機能

広域：居心地よく長期滞在に
つながるにぎわい

くらし：日々の暮らしを支え、
新たな刺激がもらえる
日常のにぎわい

むかし：県公館、教会、元町の街並み
や北野の歴史が受継がれる
落ち着きのあるにぎわい

い　ま：日々の暮らし・なりわいや
県政の動静など、今の動きを
知れる学びのあるにぎわい

みらい：新たな価値観創造に挑戦し、
前向きな変化を生み出す
更新型のにぎわい

なりわい：ひょうご五国の多様な
産業の現状や変化を
体感できる活動の機能

出会い：さまざまな「もの・こと」を
通して人が交わり、
発見が生まれるにぎわい
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①ミーティングルーム、会議室　
②ミーティングスポット
❸ロッカースペース
❹コミュニケーションボイド
⑤集中スペース
⑥フリーミーティングエリア
⑦カウンター
⑧個室ワークブース
❾１ｄａｙプロジェクトルーム
❿ビッグテーブル
⓫ライブラリーコーナー
⓬リラックスワークスペース

【立ち話】 【フロア越し】 【喧々諤々】 【フレックス】 【ナレッジ】 【リラックス】
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ひょうごビジョン2050に示された姿・マインドを踏まえ、新しい県庁舎は公益に対して広く県民が
関わり、県民・行政がともにつくり支え合う「新世代の県行政」が生まれる場と捉えました。
県政、県民活動、県経済にみんなが積極的に関わる、場所（ハード）・仕組み（ソフト）・

手段（DXなど）を備えた「オープンコモンズ・ひょうご」を提案します。

ひょうごビジョン2050に示された姿・マインドを踏まえ、新しい県庁舎は公益に対して広く県民が
関わり、県民・行政がともにつくり支え合う「新世代の県行政」が生まれる場と捉えました。
県政、県民活動、県経済にみんなが積極的に関わる、場所（ハード）・仕組み（ソフト）・

手段（DXなど）を備えた「オープンコモンズ・ひょうご」を提案します。

「オープンコモンズ・ひょうご」

県庁舎等の整備の考え方 モトキタエリアのにぎわいづくりの考え方

●県民・職員いずれも活動がしやすく、相互の場と活動
が有機的に連携する、新しい県庁舎を目指します。

●新庁舎低層部は、多機能スペース、メディアウォー
ル、屋内外をつなぎ座れる大階段などの仕掛けを提案
し、行政・県民・五国の共創と発信の中心拠点を目指
します。

●まちの方向性を具体的な要素（＝圏域・コト・とき）に分解し
て、モトキタのにぎわいづくり・機能の方向性を提案します。

●ワークプレイスとスペース計画をABW導入・DX活用で再構築、
規模の最適化と生産性向上を両立します。

●平日は“来街者の滞留性強化”、休日は“来街者の吸引”
が必要です。各地点での人流分析により、主要ターゲット
も含めて明確化し、機能検討の参考とします。

●南北５ｍの高低差をつなぐ大きな階段やベンチ・花壇・緑
を法面処理など、大小の多様な滞留空間で庁舎内外や道
路を有機的につなぎます。

●南北を通る緊急輸送道路からの動線と活動空地を確保
し、災害時にも利便性の高い庁舎をつくります。

●中圧ガス・電力・衛星通信など信頼・復旧性の高いイ
ンフラ導入を図ります。

●「理想型」「課題型」「比較型」「市場型」の４つの
アプローチで、強化すべき機能や新たに取り入れる機
能を導き出します。

新しい働き方・災害対応を DXなどにより最適規模で実現 モトキタエリアの個性を活かしたにぎわいづくりの方向性

行政と県民の連携、五国の魅力発信

人・物資の移動と連携を支える、空間・動線・フロア計画

エリアの人流、人口分析

高低差を活かしたウォーカブルな環境

機能検討のアプローチ

■基準階レイアウト例

■県庁１階のロビー（ごこくホール）は県と県民をつなぐ活動の場

■モトキタエリアの特性や個性の分析

■南北の高低差を活かしたランドスケープ■フェーズフリーな災害対応検討

県公館

現3号館

新議会棟

県公館が見守る
新庁舎

活動が溢れ出す
県民交流機能の配置

神戸のまちの
眺望を重視 ひろばに面した角部を意識したデザイン

にぎわいを生む
交差点に開いた
ごこくひろばを

囲む配置

名所となる
展望スペース

庁舎機能をユニバーサルに
つなぐ連絡通路

連絡通路から
グラウンドレベルまで
つながる動線

山側への眺望も重視

ごこくの魅力を
発信する

ごこくPRゾーン

みんなが集まる
大階段

様々な情報を発信する
メディアウォール

行政オフィスフロアと
つながる吹抜け

内外一体で
活用できる設え

ベンチ・花壇で
つくる小スペース

子どもたちの
いつもの通り道

内外つながる
大きな階段

【新庁舎・県民交流機能】

中・高層部の基準階は十分に広いフ

ロアを確保、低層部は県民交流機能

を配置。

オープンなロビー（ごこくホール）

とし、五国の魅力発信や県民の交流・

協働を促す場としてランドスケープ

と一体で計画。

【連絡通路・新議会棟】

新庁舎と現３号館との庁舎間を昇降

なしにストレスフリーで接続する連

絡通路。議会部門の独立性、

セキュリティを確保。

【道路活用・民間提案施設】

県民オアシス等の既存樹木の樹冠

空間を活かした、歩いて楽しめる

ストリート。民間提案施設低層部の

機能との連続により、歩行者中心の

ストリートをイベント広場としても

積極的に活用。

【駐車場・民間提案施設】

駐車場の民間整備も含め、幅広い

官民連携を検討。

【県民交流機能】

ホール、ギャラリー、展望スペースな

どは広場と一体利用を想定した配置

とし、フェーズフリーに活用。有事

の際は一時避難スペースや受援スペ

ース、復旧活動の拠点として機能。

【県公館・民間提案施設】

シンボルストリートに開かれ、緑に

囲まれ落ち着いた空間を活かす。

屋外イベント広場にも活用を検討。

【公館東庭園・民間提案】

公館東庭園はプライベートガーデン

として多様なライフイベントでの

活用を想定。

【ごこくひろば】

風格のある緑、歴史を感じる建築と

新しい機能が集まることにより、

人びとの活動が織り重なり県・県民

活動の起点となるまとまった広さの

広場。

県公館の緑をつなげ、

六甲山へと視線が

抜けるシンボルロード庁舎をつなぐ連絡通路

1号館敷地を南北につないだ

ウォーカブルな屋外空間

ごこくひろば

新庁舎

県民交流機能

公用車車庫

駐車場
連絡通路

新議会棟

現３号館

（民間提案施設）

（民間提案施設）

神戸栄光教会

神戸聖ﾐｶｴﾙ大聖堂

県公館

（民間提案施設）


